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(17) V gI. ~ 179-185/109f. 
(18) r精神の現象学』後半の展開において、この垂直的な構図は繰り返される。たとえば精神章の「良心論」にお
いては「行為する良心」が自らの悪を告白するのに対して「批評する良心」が「赦しJVerzeihungを与える。宗教
章の「啓示宗教諭」では、人が自らの罪を認めることも和解の一つの契機を成すが、和解にとって決定的なのは人
の罪をあがなうために死んだキリストの死である。詳しくは竹島(1998b)を参照。
(19)晩年のへーゲルがこの国家と宗教との和解という問題を積極的に取り上げようとしていることが、 r宗教哲学
講義』の新版によって明らかになった。この点については以下を参照。
山崎純 (1995)r神と国家 ヘーゲル宗教哲学』、東京、創文社、第3章および第4章。
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